
［成果情報名］水稲品種「みのりの郷」の目標収量及び収量構成要素 

［要約］「みのりの郷」の目標収量は 660kg/10a とする。目標収量を得るための収量構成

要素は m2 籾数 3 万 3 千～3 万 4 千粒、登熟歩合 82%以上、千粒重 24.2g 以上、穂数 350～

370 本/m2である。 
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［背景・ねらい］ 

「みのりの郷」は、本県における栽培適応性の高い業務用多収品種として開発され、2019

年 2 月に品種登録出願が公表された。一方、2019 年度より、現地において契約栽培が始ま

っているが、栽培方法の確立には至っていない。そこで、2019～2021 年度における 3 か年

の栽培試験データを解析し、収量及び収量構成要素の目標値を決定することで、安定生産

及び栽培方法の確立に向けた参考とする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．目標収量は 660kg/10a とする。㎡籾数が 3 万 3 千～3 万 4 千粒で収量は 660kg/10a と

なり、これ以上㎡籾数が増加しても、登熟歩合や千粒重の低下により増収は期待できな

い（図 1、図 2、図 3）。 

 

２．目標収量の 660kg/10a を得るための収量構成要素は、㎡籾数 3 万 3 千～3 万 4 千

粒、登熟歩合 82%以上、千粒重 24.2g 以上で、さらに、目標㎡籾数を得るために

は穂数 350～370 本 /m2 の確保が必要である（図 1、図 2、図 3、図 4、表 1）。  

 

３．収量と整粒歩合及び玄米蛋白質含有率との間には相関関係が認められない（データ省

略）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１． 2019～2021 年度の 3 か年の所内試験データ（松阪市、伊賀市）を解析に用いた。  

 

２． 収量および収量構成要素は 1.85mm 篩上玄米について算出した。  

 

３． 5 月中旬から下旬に稚苗を 15.2～18.2 株/㎡の栽植密度で移植する条件に適用する。 

 

４． 本目標値を活用し、今後、施肥等の栽培方法の確立を目指す。  
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［具体的データ］ 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 m2 籾数と収量との関係           図 2 m2 籾数と登熟歩合との関係 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  m2 籾数と千粒重との関係       図 4 穂数と m2 籾数との関係  

 

表 1 目標収量(660kg/10a)を得るための収量構成要素  
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